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近年、細菌性食中毒はSalmonellaが原因による

発生件数が最も多く、2000年1月から4月までの調

査では28件、317名の食中毒患者が発生していま

す。（厚生省食中毒関連情報 H12.7.10)

こ の Salmonella の 分 離 培 養 検 査 に は 、

SalmonellaおよびShigellaの分離を目的としたSS

寒天培地が多く使用されています。SS寒天培地

でのSalmonellaの鑑別は、培地上の集落の硫化

水素産生能が指標になりますが、食品従事者な

どの糞便検体では、 Salmonella以外の硫化水素

産生菌が多く発育する検体があり、この場合疑わ

しい集落を多数釣菌し同定する必要がありました。

こうした欠点を改良した培地が白糖加SSS寒天培

地です。

本培地は基本的にはSSS寒天培地に白糖を

10g/L添加し、 Salmonellaを効率的、かつ感度良

く検出できるようにした培地で、培地組成には肉

エキス、ペプトン、乳糖、白糖、胆汁酸塩No.2、ク

エン酸ナトリウム、チオ硫酸ナトリウム、クエン酸

鉄、ブリリアントグリーン、中性紅、寒天が含まれ

ています（表１）。

SS寒天培地は選択性が強いためまれに発育困

難なSalmonellaやSnigellaの菌株が存在しますが、

白糖加SSS寒天培地は胆汁酸塩No.2及びクエン

酸ナトリウムの量を減量し、肉エキスやペプトンの

増量で発育支持力を高めることでこれらの菌の分

離を可能にし、またSalmonellaの硫化水素産生に

よる黒変を強め鑑別しやすく改良されています。

更に、最大の特徴としてSalmonella以外の硫化水

素産生菌を鑑別するため白糖を添加しています。

すなわち白糖分解するCitrobacterやProteusは、

白糖の分解によりpHが低下するため混濁した
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赤色からピンク色のコロニーを形成し、白糖非分

解のSalmonellaはSS寒天培地と同様黒色コロ

ニーとなるため、容易に鑑別することができます。

白 糖加 SSS 寒天培 地の 発育コロニー色は、

Salmonella、Edwardsiella taｒdaが黒色、Shigellaは

無色、乳糖あるいは白糖を分解す

るEscherichia coli、Proteus vulgaris、Citrobacter
は赤色混濁を示しています（表2）。

本培地は、従来食品従事者の糞便検査では検

査を必要としない多くのSalmonella以外の硫化水

素産生を容易に鑑別出来る様に改良し、効率的

な検査を可能にしました。

本製品は顆粒培地（パールコア）及び生培地

（ポアメディア）があります。
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表表表表１１１１ 培地組成培地組成培地組成培地組成（（（（1000mL1000mL1000mL1000mLあたりあたりあたりあたり））））

黒色 黒色
無色 無色
赤色 黒色
赤色 黒色
赤色 赤色
黒色 黒色

コロニー色
白糖加SSS培地 SS培地

－
－

－or
＋
＋
＋
－

－
－

－or
＋
－
＋
－

（＋）
－
＋
＋
－
＋

Salmonella spp.
Shigella spp.
Citrobacter spp.
Proteus vulgaris
Escherichia coli
Edwardsiella tarda

白糖
分解

乳糖
分解

硫化
水素

表表表表2222 反応反応反応反応のののの鑑別鑑別鑑別鑑別


